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明治・⼤正の⽔害の歴史 

五味⽂彦史跡⾜利学校庠主 
6 月 21 日足利学校アカデミーの教室を受

けてきました。「明治・大正の水害の歴史」

という題でした。広い会場に熱心な方々が

集まっていました。 

気象の詳細な記録は明治になってからあ

るようです。明治 29 年 7 月に本州上に梅雨

前線が停滞した時、九州の南西沖に停滞し

ていた台風が刺激し大雨になり、木曽川や

長良川が氾濫し、死者や家屋流失が出て、

浸水家屋が 35,380 戸もあったそうです。8

月 30 日には、和歌山県に上陸した台風で近

畿地方が暴風となり、京都北部の士師川堤

防が決壊して 400 名が死亡したそうです。9

月には関東から東北まで大洪水となり、東

京では荒川・中川・多摩川の堤防が決壊し、

中川の堤防決壊は低地の本所区では浸水被

害者が 8111 名、南葛飾郡 32647 名、南安達

郡 2910 名が長期間水につかったそうです。

そのため、政府は河川法を制定し、30 年に

は砂防法、森林法が制定。国が河川工事を

進めて、上流の森林地帯への対策などを取

ったそうです。 

足尾鉱毒事件も取り上げられました。明

治２3 年の大洪水では鉱毒を含んだ水が農

作物や家畜に大被害を与え、農民が大挙し

て上京し「押し出し」と呼ばれる請願運動

を開始した。地元の進歩党・田中正造はこ

の運動を取り上げ、鉱業停止を求めたが、

政府は洪水予防策を指示し、農民には税金

を免除した。しかし、明治 29 年には大きな

洪水が起こり、栃木、群馬、茨城、埼玉、

東京にも鉱毒の被害が広がった。33 年に被

害地住民 

 

が大挙上京し、警察に実力で阻止されて多数

の負傷者を出し、凶徒粛緊罪に問われた。田

中議員は衆議院と議会に見切りをつけ、天皇

に直訴を試みた。それ以降政府に失望し議員

を辞めた。このことで、被害民救済運動が盛

り上がり千名近くの学生も立ち上がり、鉱毒

地の視察が行われた。翌 2 月に女性の「押し

出し」も行われた。35 年に足尾銅山を台風

が襲ったこともあり、政府も鉱毒調査会を設

け古河鉱業に鉱毒予防工事を命じた。民間で

も幸徳秋水らが支援運動に加わった。38 年

政府は谷中村全域を買収し遊水池を作る計

画を立て渡良瀬遊水地となった。 

 明治 40 年大水害は山梨にも襲っていま

す。２つの台風の影響で雨が降り続き富士川

水系の笛吹川や釜無川の堤防が 125㎞（延長

総計）にわたって決壊・破損され、峡東地域

が最も被害を受けました。石和町は濁流のな

かで孤立し、県全体で 262人の死者が出て、

破壊された家 21087 戸、床上・床下浸水 4249

戸、堤防の被害 51685 件、山崩れ 2839 か所

あったそうです。この原因は豪雨と、山地 

が薪や草の伐採などのため荒廃していたこ

とにあったそうです。このため河川の治水工

事が 5600 ㎥/毎秒とする改修計画に取り組

み、皇室の御料林は無償で下賜され、恩賜林

は県が管理することになりました。 

 先生の講義から治山治水に大変な努力を

し、この安全安心な社会にしてくれた先人に

感謝の気持ちで一杯になりました。最近温暖

化での影響か線状降水帯発生とよく耳にし

ますが、どのような災害になるかと心配にな

りました。山林などの自然の大切さ、治山治

水の難しさを改めて考えさせられる講義で

した。 

 

 

 

 


